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図3 朝日町3((∋)のブロック塀と内部に作られた巣の入口

ち,二度の分蜂期の間隔がほぼ60日であるこ

とも示す.

飼育群では,8月中旬にも分蜂が見られた例

があるので (菅原道夫 2000),仮に4月から

8月までの飛来群を分蜂群として地図上に示し

た(図5).多くの分蜂群は,母群から飛び立ち,

近くの樹や灯篭等に集結する (1次分蜂).そ

の場所は,母群から10m以内がほとんどであ

る.通報があると必ず母群が見つかるので,市

街地で発見され通報される多くの分蜂群は1次

分蜂後の群である.図5で明らかなように巣が

多く見られた地区 (図2)に分蜂群も多く見ら

れる.朝日町3のブロックの間に造られた巣で

は,たびたび群が集結せず,分蜂群が直接営巣

場所に入ることが観察された.分蜂する前から,

偵察蜂が営巣場所を決定していることを示すも

のであり,ニホンミツバチの巣選択の機構の考

察に興味ある示唆を与えるものである.

9月,10月,11月に見られる飛来群は,オ

オスズメバチの攻撃を受けたりして逃亡した群

と思われる.朝日町3のブロックの間に造られ

た巣でも入口の大きな営巣場所では,この時期

オオスズメバチの攻撃によって群が消失するこ

とが多くの年で見られる.営巣していた群の半

数も消失する年もあるので,この時期逃亡する

群の数は,少なくはない.

図6は,9月から11月に見られる飛来群を

逃亡群としてその発見場所を地図上に示したも

のである.図5と異なり巣が多く見つかる地域

に集中せず,全市にほぼ一様に分布する.巣の

存在は特定の地域に集中する傾向があり,分蜂

群も特定の地域に集中する.巣を出た逃亡群が

巣の近くで集結すれば図6は図5と似るはずで

ある.図6は,逃亡群が巣を飛び立ち一定の距

離を飛行した後集結し発見されることを示して

いる.市民に逃亡群が発見され市役所に通報さ

れるが,元の営巣場所が解ったことがない事実

ち,先の考えを支持する.

図4 飛来群の月別集計 (1996,1998-2002)



図5 分蜂群 (4-8月の飛来群)が駆除･捕獲さ

れた場所 ①朝日町3,(参宇山町,③招堤大

谷3,④渚本町,④磯島茶屋町,⑤枚方元町,

⑥山之上5,⑦禁野本町1

考察

1.二ホン三ツバチの群の密度

守口市 (13km2)では 1995年駆除された巣

と飛来群は合計 10,1996年は7.四条畷市(19

km2)では 1997年は 6(菅原,1998).三重

大学の松浦の報告では,津市 (101.87kmZ)

とその周辺で,2002年までの最高通報数 30

(1997年) とされている (松浦,2003).伊

丹市 (25km2)では,近年通報数は 20-30

の間にあるという(後北峰之,私信).枚方市(65

km2) でのこの9年間の最小は 46,最大は80

である.この数は枚方市が他市と比較しても通

報数が多いことを示す.枚方市には,石垣 ･コ

ンクリー ト･ブロックで傾斜地を補強した宅地

が多く,その石垣 ･コンクリー ト･ブロック中

に巣が造られ,駆除できない巣として存在 し,

それらの巣を元に新しい巣や飛来群がつくられ

ることが原因と考えられる.

2.営巣

営巣場所は,民家の屋根裏が一番多い.たい

てい屋根裏の屋外に面した通気口から入り,す

ぐ内側に巣が出来ている.新しく造成された住

宅地には,太い樹木やお墓が見られない.加え

て,ハチは分蜂 した母群から遠 くない距離に

図6 逃亡群 (9- 11月の飛来群)が駆除･捕獲

された場所

新しい営巣場所を捜す.神社の社の屋根裏の西

側通気口の巣から,分蜂した群が東側の通気口

から入り屋根裏に巣を作った例.お地蔵さんを

収納する小さい社の西側の床下の巣からの分蜂

群が同じ社の東側の通気口から入り巣を作った

例は,母群から遠くない距離に新しい営巣場所

を捜す実例であると同時に,屋根裏や床下のよ

うに広さがあれば同一空間でも,入口さえ違え

ば二つの巣が同時に営巣が可能であることを示

す.

図2の駆除された巣は,残存する駆除できな

い巣の近くにあり,分蜂群も駆除できない巣の

近 くに多く見られる (図5).ニホンミツバチ

が分蜂して造る巣は,多くは母群の巣から500

m以内であると言える.セイヨウミツバチの

場合はほぼ 300mであるとSeeleyらは言うが

(SeeleyandMorse,1976),ニホンミツバチも

ほぼ等しい.さらに,朝日町3の巣で見られた

ように,一次分蜂をおこない分蜂蜂球を形成す

ることなしに,営巣することもある.この場合,

新巣を知らせる情報伝達がどう行われているの

か興味のあるところである.

3.分蜂

図4から明らかなように,最初の分蜂が起る

時期は,その年の気候条件で大きく変動する,



18

これまで一番早かったのは,4月8日 (2002)

である.母群から出た分蜂群は,多くの場合

100m以内の太い樹の枝や灯篭などに集結す

る (一次分蜂).新しい巣に向かう二次分蜂の

前に多くの群れは発見される.発見されなかっ

た群れも母群の500m以内に巣を造ることが

多い.条件がよければ,同じ巣でほぼ60日後

にその年2度目の分蜂を迎える.市街地に生息

するニホンミツバチは,スリランカのトウヨウ

ミツバチで報告されているように (Koeniger,

1995),一年に春分蜂と夏分蜂の二度の分蜂時

期を持つ.

4.逃亡

ニホンミツバチの行動特性の一つが逃亡であ

る.9月に分蜂が起る事は知られていないので,

9･10･11月に見られる飛来群は逃亡群であ

る.逃亡の原因はいくつか指摘されているが(岡

田,1990),オオスズメバチのミツバチの巣へ

の飛来が最も盛んな,10月に多いこと,スズ

メバチの飛来が少ない年には,巣の消失が少な

いことから,飛来群を生み出す逃亡の原因の多

くは,オオスズメバチが原因と考えられる.ト

ウヨウミツバチの中には季節移動をする亜種も

知られているが,枚方市内に棲息するニホンミ

ツバチは,その証拠は見つからない.
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Iperformedinvestigationandobservationof

nestsandacoming-flyingcolonysoftheJapanese

honeybeelnaCityareaAsaresult,thefollowlng
resultswereobtained

1)IntheHirakata-city-theJapanesehoneybeewas

alreadyseenthroughoutthecityln1994･Expan-

sionofadistributioncontinuesfornineyears
afterthat.

2)ManynestsbehlndanatticareseenThosemany

arebasedonswarmingFrommothercolonys
whichisnotexterminable

3)Swarmtimeisinfluencedbytheclimatecondi-

tionsoftheyearlikethebloomofacherrytree

4)IthasthetwiceswarmtimeIwouldcallthe

sprlngswarmandthesummerswarm.Thisgapis

60daysmostly･

5)Swarmsmaybuildanestwithoutmakingbeeball

Anestbuildingplacehasmuchlessthan500m
frommothernests

6)Thereisabscondingmostlyalsointhenestora

naturalstateManyofthecauseareVespaman-

darl'nlaJaPOnl'ca

7)TheabscondlngCOlonysfliesawayfromtheorigi-

nalnestbuildlngPlace,andafteritfliesfわralong

timethantheswarmcolonysandtheabsconding

colonysconcentrates.


